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期日： 2020年10月17日（土）集合15時、交流会～18日（日）登山

参加： 当会から櫻田正行

会　　場：間木ノ平キャンプ場　（新郷村）コテージ「しらかば」付近

参加人数：青森労山13名、弘前労山6名、八戸労山5名、青森FHC1名　計25名

初日は、15時集合でしたが、私は16：30頃に間木ノ平キャンプ場に着きました。

最初に本日の宿泊バンガローの場所を確認して、シュラフ等を持込ました。

Aコースの3名とBコース2２名は大駒ケ岳までは同じなので、夏堀リーダーを先頭に25

名の移動開始。　最初は、緑・黄色、徐々に紅葉も始まり、雲間から太陽が当たると

一段と鮮やかで、更に高度が上がると、景色が見え始めて、遠くに小川原湖や太平洋

方面が現れる。大駒ケ岳(1144m)山頂付近では、西側に十和田湖や櫛ケ峰・八甲

田山や遠く岩木山も薄っすら見えて、更に南方向には岩手県の山々も見えて、何とも

こころ踊る風景でした。左手前方には、麓の紅葉が始まった三ツ岳も大きく迫って、これ

から向かうもう一つの山頂を極めるものでした。途中三ツ岳を下山するカップルと出会う。

下山時には、更に2組の登山者とも出会う。また、珍しい植物：ヒロハヘビノボラズを眺

めて、11：00には三ツ岳山頂（1159.4m）を極めるも、360度パノラマ。25名の

大人数で登った2座、大変タフな山でしたが、下山途中で山の恵みのサモダシをゲットし

ながら下山の方もいましたが、無事に平子沢駐車場に到着しました。駐車場では、A

コースの青森労山の奈良さんらがコーヒーを沸かし、清野県連会長からは、冷やした西

瓜が振る舞われ、山の疲れが癒されました。最後は、ホスト八戸労山夏堀代表の挨

拶・清野県連会長の一本締めで、解散となり帰途に着く。今回も大いに絆を深めた両

日でした。皆様お疲れ様でした。

Aコース：平子沢駐車場7：20―大駒ケ岳10：10　10：30下山―平子沢駐車

場着　12：15

レポート by 櫻田 正行

2日目は、天候も良好で６時頃起床して、洗面・朝食後、当日参加の会員と合流

し、７時に車で平子沢駐車場へ自家用車で移動出発（２５名、14時30分登山

口着予定）
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　10月県連交流登山報告 　　「大駒岳1,144m・三ツ岳1,159m 」　三戸郡新郷村　　　担当：八戸労山

    青森FHCニュース　

飲み物・食料等を運び交流会の乾杯！

バンガローで二次会、更に交流を深める

珍しい植物：ヒロハヘビノボラズ

大駒ケ岳山頂（1,144ｍ）

三ツ岳山頂（1,159.4ｍ）　⇒　　

Bコース：平子沢駐車場7：20―大駒ケ岳10：00―三ツ岳11：00写真撮影・

昼食11：25下山―大駒ケ岳12：00―14：20平子沢駐車場着

その後、会場舞台の上に飲み物・食料等を運び交流会の準備にいそしむ先着メンバー

の方々に私も加わり乾杯！具沢山の芋煮汁・毛豆枝豆・漬け物・種々のおつまみ、清

野県連会長挨拶・夏堀八戸労山代表の乾杯で大交流宴会の始まり、隣会った方々

での山談義に、宴もたけなわの頃に、辺りが暗くなり各人のバンガローでの二次会で、更

に交流深めて、シュラフにもぐり、床に着く。



１．日　時 ： 11月22日（日）～23日（月）

２．集　合 ： 青森インター駐車場　7時集合

３．移　動 ： レンタカー

４．会　費 ： 9,000円（８人参加の場合）

５．締　切　 ： 11月8日（日）

６．申　込　 ： 白戸三和子さん　電話・FAX　017-772-7071

： 電話での申込みは17時迄

７．その他 ： 22日（日）県立陸中海岸青少年の家 宿泊

    せっかく三陸に行くので、美味しい物を食したく

    外食にします。（個人負担）

【登山概要】

　22日（日）霞露ヶ岳登山（標高514m）

　23日（月）鯨山登山（標高610m）

１．日　　時 ：12月20日（日）9：00～15：00

２．場　　所 ：酸ヶ湯公共駐車場

３．講　　師 ：清野県連会長

４．講習内容：「雪山の心構えと救急搬送」

５．装　　備 ：冬期活動の装備全般

６．締　　切 ：11月21日（土）

７．申し込み ： 白戸三和子さん　電話・FAX　017-772-7071

： 電話での申込みは17時迄

【当会のホームページについて】

①アドレス直接入力の場合　　 ⇒　http://aomorifhc.wp.xdomain.jp/

②インターネット検索の場合　　⇒　「青森ファミリーハイキング」と入力

※例会報告の履歴を掲載しています。ニュースは印刷可能です。

　山田線波板駅から鯨山裏参道の木標があり、鳥居をくぐり新

波板鉱山の貯鉱所を過ぎる。杉林の車道は右に不動滝を見て

過ぎ、NTTの無線中継所まで約6km続く。歩いて約2時間。ま

た陸中海岸青少年の家からも、大沢川コース1時間強、リアス・

コース1時間40分など整備されたコースがある。二等三角点の

山頂には鯨山神社がある。もちろん三陸のリアス式海岸線が一

望できる。

この地には昔、流行病があったとき、大槌の浜に大鯨が打ち上げ

られ、村人がこぞってその肉を食べたところ、大変快方に向かっ

た。通りがかった旅人もその肉をもらい、旅先の村で、流行病の

人に鯨肉を分け与えたところ治ったという。どこで求めたのか、と聞

かれ、高くて目立つ山があり、その近くの浜に鯨が打ち上げられて

いるはずと答えた。高い山は鯨山と呼ばれるようになったという。

　11月例会案内 　　「鯨山 くじらやま」　　岩手県大槌町　　標高 610m　　担当：福田 英雄

　　　　　　　　　三ツ岳から大駒ケ岳を望む

大槌町の船越湾からの鯨山

西側に十和田湖や櫛ケ峰・八甲田山や遠

く岩木山も薄っすら見えて、更に南方向に

は岩手県の山々も見えて、何ともこころ踊

360度の展望

　2020年県連冬期遭難対策訓練 　　　　　　担当：櫻田 正行

今年

３月の

訓練


